
解説

接線の求め方（ ）
①微分する
②微分係数（傾き）を求める
③公式を使う

むやみに展開しない

記述式では文字で割るとき０でない
確認が必要（マークでは重要でない）

ｘ軸との交点⇔ｙ＝０

Q ｘ

微積で平方完成が必要なこと
はまずない（無駄なことしない）



問題にとって不要なものは
描かない（今回はｙ軸）

面積を求めるとき
必ず図を描く

（積分で
きるかどうかではない）
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図は面積ごとに描き直す
付け足していくと

ぐちゃぐちゃになって
わからなくなる

微積で最大最小
①微分する
②増減表

記述なら因数分解の方がいいが
マークならすぐ＝０とした方が
①間違いが少ない
　　→平方完成しないこと
②計算しやすい（分母を払える）

S’で
よい

マークなら増減表はいらない
３次の係数の正負

極値と定義域だけで
グラフの概形がわかる


